


表紙（表）は鏡西谷遺跡C地区出土の同安窯青磁・皿および横田賢次郎・森田勉（1978）
掲載の大宰府跡出土龍泉窯系青磁碗を利用して図案化した。表紙（裏）は鏡西谷遺跡 E
地区出土の絵画土器（弥生土器）を利用して図案化した。
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序　　文

このたび『広島大学埋蔵文化財調査室調査研究紀要』第 2号刊行の運び

となった。本調査研究紀要は、2008 年 3 月に広島大学の東広島市への統合

移転に伴い約 20 年間にわたって実施した遺跡発掘調査の報告書刊行事業

が完了したことを受けて、2008 年度から刊行することになったものである。

これまで、東広島キャンパスの開発に伴う埋蔵文化財関連業務については

『広島大学統合移転地埋蔵文化財調査室発掘調査年報』として年度ごとに

概要を報告してきたところであるが、東広島への統合移転に伴う埋蔵文化

財関連事業が、資料の公開、保管・管理に重点が移ったことから、保管資

料の学術研究を継続的に行うことができる環境が整い、その成果を公開す

る必要が生じてきたことから、年度を単位として研究成果を刊行物として

公開することとなった。また、2004 年 4 月の国立大学法人化に伴って広島

大学全体の開発に伴う埋蔵文化財関連業務を担当することとなり、これま

で以上に年度ごとの埋蔵文化財調査業務の概要を公開する必要にも迫られ

ていることから、従来の『発掘調査年報』が持っていた役割に加え、研究

面での成果公開を重要な目的として『調査研究紀要』としたものである。

本来であれば、昨年度（2010 年度）に第 2号を刊行する予定であったが、

開発に伴う埋蔵文化財調査業務が多忙を極め、本年度の刊行となった。

『調査研究紀要』第 2号は、研究編、調査編、付編の 3部で構成している。

研究編では、広島大学東広島キャンパス農場地区造成に伴って発掘調査を

実施した鏡西谷遺跡などの中世前期の畿内産瓦器を取り上げ、広島県西部

（安芸地方）の関連資料を集成して考察を行った。調査編では 2007 年度の

開発に伴う立会・試掘調査を中心とした埋蔵文化財関連業務の概要を収録

した。付編には調査室が 2007 年度に実施した教育・普及・研究活動の概



要を報告した。

ところで、埋蔵文化財調査室の業務は多岐にわたっているが、開発に伴

う埋蔵文化財関連業務、広島大学キャンパスの出土遺物・保存遺跡の保管・

管理、同じく出土遺物・保存遺跡の公開・展示、保管遺物を中心とする学

術研究、学部教育・普及活動の大きく 5つに整理される。ここ数年間は、

霞地区の再開発などに伴って埋蔵文化財関連業務は多忙を極めているが、

その一方では旧陸軍広島兵器支廠関連遺構や近世およびそれ以前の遺物・

遺構が確認されるなど様々な成果が上がりつつある。また、東広島キャン

パスには量・質とも全国的に誇ることのできる遺跡が保存されており、年

次計画で遺跡の整備を行っているところである。今後、調査室の機能を最

大限生かしながら大学に課せられた責務の一端を滞りなく実施するととも

に、教育委員会など関係諸機関と連携して社会貢献にも力を入れたいと考

えている。これまで同様に皆様のご支援とご協力をお願い申し上げる次第

である。

2011（平成 23）年 3月

広島大学理事（財務・総務担当）
埋蔵文化財調査室長

河　本　朝　光
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例　　言

1．本書は、研究編、調査編、付編からなる。研究編は、広島大学キャンパス内遺跡および出土遺物、

広島大学寄贈・寄託遺物の研究をはじめ、これに関連する幅広い遺跡・遺物の研究を目的とし

ている。調査編は、2007 年度に行った広島大学キャンパス内の開発に伴う協議事項および立会

調査、試掘調査、発掘調査の概要報告である。付編は、2007 年度に埋蔵文化財調査室ならびに

調査室構成員が行った普及・研究活動の概要と調査室設置要項などを収録した。

2．研究編では、1981 年度、1982 年度に発掘調査を実施した鏡西谷遺跡を中心とする東広島キャン

パス出土の瓦器を取り上げ、安芸地方の様相を検討した。

3．調査編は、2007 年度において、東広島地区（東広島市）、霞地区（広島市）、翠地区（広島市）、

東雲地区（広島市）、宮島地区（廿日市市）、沖美地区（江田島市）、春日地区（福山市）の開発の伴っ

て実施した協議事項と立会調査、試掘調査の概要である。

4．付編は、2007 年度の普及・研究活動の概要を収録した。また、調査室構成員については、本書の

出版が 2010 年度であり、研究編、調査編に関わった構成員の一部が 2007 年度に退職し、2008 年

度から新体制で調査研究を行っていることから、2007 年度～ 2010 年度の構成員全てを載せている。

5．2007 年度の立会・試掘調査は、広島大学敷地が所在する教育委員会と協議・協力を行い、広島

大学施設部の協力を得て実施した。調査は、藤野次史、槙林啓介が行った。

6．研究編、調査編に関わる整理作業は、2007 年度が、藤野、槙林、手島智幸、2008 年度が、藤野、槙林、

永田千織、2009 年度が、藤野、永田、岩本、2010 年度は、藤野、永田、八幡、岩本三津子が行った。

7．研究編に関わる遺物の実測は、槙林、手島、永田、八幡浩二が行い、遺物に関する図面は、槙林、

永田が浄書した。研究編、調査編に関わる遺物以外の図面は、藤野が作成、浄書し、永田が補

助した。図版（写真）の作成は藤野が行った。

8．調査編に利用した広島大学各キャンパスの建物配置図等は広島大学施設部から提供された図面

を利用して作成した。

9．本書の執筆は、研究編を、藤野、永田、八幡が、そのほかを藤野が行った。

10．本書の編集は藤野が行った。

11．研究編を作成するにあたり、広島県立歴史博物館鈴木康之氏、（財）元興寺文化財研究所佐藤亜

聖氏から多くの有益な教示を得た。また、資料の実見に際して、広島大学考古学研究室、大阪

府教育委員会、広島県教育委員会、（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室、（財）広島

市文化財団文化科学部文化課、（財）東広島市教育文化振興事業団文化財センター、（財）安芸高

田市地域振興事業団、府中町教育委員会、廿日市市教育委員会、東広島市教育委員会、海田町

教育委員会には資料実見の便宜を図っていただいた。

12．巻末の英文目次については、広島大学総合博物館渋谷綾子氏に校閲をお願いした。

13．研究編で取り上げた鏡西谷遺跡、山中池南遺跡第２地点の遺物は、広島大学埋蔵文化財調査室

が保管している。
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